
おもな教育活動

昭和２２年にこれまでの教育基本法が制定されから約６０年、教育をとりまく環

境は大きく変わりました。平成１８年１２月に教育基本法が改正され「人格の完成」

や「個人の尊厳」など、これまでの教育基本法に掲げられてきた普遍的な理念は大

切にしつつ、新しい時代の教育の基本理念が明示されました。

また、平成２０年に改訂された新しい学習指導要領は、平成２４年度４月から全面

実施されています。

本校においては、これまでの教育活動をふまえ、子どもたちのための取り組みを

推進していきたいと考えております。以下、北陵中学校の教育活動（教育内容）の

概要をお知らせします。

１．学校教育目標

昨年度に引き続き、『自分を大切に 他人を大切に 命を大切に』とし

ました。自分を好きになることが自分を大切にし、他人を大切にし、仲間を大切に

することにつながります。今日まで、「命（生命）」を大切にする取り組みを進めて

きました。今年度もこのことを全職員が念頭に置きながら教育活動を展開し、命の

大切さを考えられる人間に子どもたちを育てていきたいと考えています。

２．授業（教育課程）

本校では、平成２４年度より完全実施となった新学習指導要領に基づき、教育

課程を編成しています。（次表参照）今年度も基本は３学期制とします。

定期考査は１学期・２学期に中間考査・期末考査を１回ずつ、３学期には学年末

考査を１回行い、年間５回の定期考査を実施します。



＜授業時間数＞

一 年 二 年 三 年

年間時数 週当た 年間時数 週当た 年間時数 週当た

り時数 り時数 り時数

国 語 １４０ ４ １４０ ４ １０５ ３

社 会 １０５ ３ １０５ ３ １４０ ４

数 学 １４０ ４ １０５ ３ １４０ ４

理 科 １０５ ３ １４０ ４ １４０ ４

音 楽 ４５ １．３ ３５ １ ３５ １

美 術 ４５ １．３ ３５ １ ３５ １

保健体育 １０５ ３ １０５ ３ １０５ ３

技術家庭 ７０ ２ ７０ ２ ３５ １

英 語 １４０ ４ １４０ ４ １４０ ４

道 徳 ３５ １ ３５ １ ３５ １

特別活動 ３５ １ ３５ １ ３５ １

総合的な時間 ５０ １．４ ７０ ２ ７０ ２

総授業時間数 １０１５ ２９ １０１５ ２９ １０１５ ２９

（１）必修教科

新学習指導要領の実施に伴い、国語・社会・数学・理科・保健体育・外国語の

授業時数を３年間で約１割増加し、週あたりの授業時数が各学年で週１コマ増加

しています。

（２）総合的な学習の時間

総合的な学習の時間は、地域や学校、生徒の実態に応じて、教科の枠を超えて

取り組まなければならない教育課題、例えば環境・福祉・情報・国際理解・健康

・人権など・・・。一部、教科とリンクする授業（体育科中心の『表現』、家庭科

中心の『保育』、音楽科 中心の『表現』など）もありますが、基本的には各学年

ごとにテーマを決めて取り組んでいきます。

特に、性教育（命の学習）を中心とした『生き方』については、全学年

で取り組んでいきます。



（３）朝の１０分読書

授業ではありませんが、朝の１０分間の「読書タイム」を設定しています。１０

分という少ない時間ではありますが、読書に関心を持つ生徒が増えてくるととも

に、静かに授業を受ける体制ができるという効果もあり、本年度も実施していき

ます。「総合的な学習の時間」とのリンクも考えています。

３．地域に開かれた学校と特色ある学校づくり

学校通信「北陵だより」や各学年の「学年通信」「学級通信」「ホームページ」等

をご覧になり、見学したい授業や行事がありましたら是非、学校に足を運んでみて

ください。具体的は次のような取り組みを実施しています。

①学級懇談会・学年懇談会を学期に一度実施し、学校公開週間（オープンスクール）

として保護者や地域の方々に授業や部活動を参観・見学していただけます。

②総合学習の発表会や生徒対象の講演会、生徒会行事や学校行事等（文化発表会・

体育大会）等については、保護者や地域の方々に案内をしています。

③毎年、５月の第２土曜日に参観・ＰＴＡ総会等を実施予定です。

保護者や地域の皆さんにも参観・見学していただけます。

４．その他

本校教育目標「自分を大切に 他人を大切に 命を大切に」を基に、文部科学省

の「エイズ教育推進地域事業 平成１４年～１６年」の取り組み後も、引き続

き「命の学習」を実施しています。１学年から３学年の「命の学習」の取り組みが、

北陵中学校の「特色ある取り組み」の大きな柱になります。性教育は「生命（いの

ち）」を大切にすることにつながり、人として最も基本となる「人間としての生き方」

を考える取り組みです。ＰＴＡや青少年健全育成運動協議会・教育委員会等の関係

機関とも連携を深めながら、今後も学校内外の取り組みをさらに推進していきたい

と考えています。様々な場面でのご協力・ご支援をよろしくお願いいたします。


